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第１ 競技場に関する規定 

（１）競 技 場 

１．フットベースボール競技場は地域内に競技の進行を防げないよ

う障害物を取り除く。 

２．地域内にバックネット、塀垣、スタンドまたは観覧者その他の

障害物があるときは特別グランドルールを制定する。 

３．内野諸線の引き方 

内野の諸線は、別図の通り。 
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第２ 用具と競技者に関する規定 
 

[１] 用 具 

１．ボールは単色のゴム製とし、余り堅く空気がつめてあってはいけ

ない。（空気圧０．３８kgf/㎠を目安とする） 

２．ボールは教育２号ボールを使用し、各試合に正規の２個のボール

を準備する。そのボールは審判員が管理する。  

３．ボールは試合中、やむをえない理由があるときだけ取り替えるこ

とができる。 

４．本塁、一塁、二塁、三塁に置く(移動ベースとする)ベース板はゴ

ム製を用い大きさは (Ｐ-２の別図) の通りとする。  

５．靴は、運動靴（ひも付き）とし、審判員が認めたものを使用す

る。 

６．各競技者は原則として揃いの色合い(服装)を着用すると共に背番

号をつけなければならない。 

特に危険物を身につけてはいけない。(安全ピン等) 

 

[２] 競 技 者 

１．１チームは、１０名の競技者によって行われる。 

２．守備チームの競技者は、フェアグランド (制限区域を除く) 内な

らば、どこに位置してもよい。但し、投手は蹴者に対して投球す

るときは投球位置に、捕手は捕手区域内で守備をしなければなら

ない。 

３．補欠競技者は自己チームの、攻撃順に記入されている競技者と交

代することができる。但し、交代して退いた競技者は、その競技

にコーチとして以外は再び参加出来ない。 
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４．競技者の交代 (補欠の交代、守備位置の交代)は必ず監督により主

審に通告しなければならない。 

(交代方法は別図-１による) 
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第３ 競技の種類に関する規定 

［１］正 式 競 技 

競技は原則として両チーム７回の攻守を完了または５０分を経過し

た後、得点を合計して総得点の多い方を勝ちとする。但し、次の場

合は正式競技として競技は終了し、それまでの両チームの得点によ

って勝敗を決める。 

１．両チームの得点が７回完了しても同点のときは、さらに回を重

ねて相手の得点を超過、または５０分を経過するまで、競技を

継続する。 

２．両チームとも５回以上の攻撃を完了、または３０分を経過した

とき、日没または不慮の事故 (降雨、火災、その他)で審判員が

競技の打ち切りを宣告したときは、得点差で勝敗を決定する。 

３．競技終了後、またはゲームの途中に「１」の２の理由で試合の

中止をしたとき両チームの得点が同じの場合、正式引き分けと

する。その場合の勝敗は抽選によって決定する。 

［２］没 収 試 合 

次の場合、主審は没収競技を宣告し過失のないチームを勝利とする。 

１．正式競技開始時刻に到着しないか、競技を行うことを拒絶したと

き。 

２．主審が「プレー」を宣告しても、競技に参加しないとき。 

３．審判員の警告を無視し、故意に反則を重ねたとき。 

４．競技者が９人以下となったとき。 

［３］攻守と競技場の選定の方法 

最初に蹴るか、守るかの選択権は原則として「ジャンケン」によっ

て決定する。 
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［４］作戦タイムの回数 

作戦タイムは１試合各チーム５回までとし、１イニング２回までと

する。（１イニングとは自チーム守備、攻撃を含む） 

 

第４ 投手に関する規定 

 

［１］投 手 規 定 

１．投手は、投球するとき、本塁ベースに向かって正体 (別図-２) 

し、両手で球を胸の前 (別図-３)で保持し両足の爪先及びかかと

を正しく地に着け、プレートに触れて (別図-５) 立ち、バック

スイングを始める前に１秒間以上完全停止し、片手で投球しなけ

ればならない。 

２．捕手は投手の投球が終わるまでは捕手区域に位置していなければ

ならない。 

３．投手が投球するには、軸足でない足を投球板の前方に一歩踏み出

すことができる。軸足は投球が終わる (ボールが手から離れる)

まで投球板に触れていなければならない。 

４．投手は、投球制限区域(投球制限区域内に第１バウンドする) 内

に投げなければならない。 (別図-６) 

５．次の場合は無効投球とする。 

ア. 競技停止中に投球したとき。 

イ. 蹴者が蹴者区域内に入っていないうちに投球したとき。  

ウ．捕手が捕手区域内に位置していないとき投球したとき。  

エ. 走者が離塁アウトになったとき。 

但し、主審のコールの方が早いときは、有効投球とする 
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［２］不 正 投 球 

次の場合には、審判員は不正投球を宣告 (別図－７)し、蹴者には 

ワンボールを宣告する。(不正投球が宣告されると同時に球は「死せ

る」ものとみなされ、その後の競技は停止となる。以後ボールデッド

と称する) 

１.「１」 の１の規定に反して蹴者に投球したとき。 

２.「１」 の３の規定に反して投球したとき。 

３.「１」 の４の規定に反して投球したとき。 

４. 投手が２０秒以上投球準備姿勢にあるとき。 

５. 投手が投球動作を起こしながら蹴者に投球しなかったとき。 

６. 投手の投球が一連の動作と審判員が認めなかったとき。 
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［３］ス ト ラ イ ク 

１．ストライクとは投手が規定通りの投球をし、ホームプレートに

ボールが触れて通過したものをいう。但しホームプレート上 

１０ｃｍ以内はプレートに触れたものとする。(別図-９) 

２．投手が蹴者に正式に投じた球を蹴者が蹴ったが球に触れなかっ

たとき。(蹴者がカラブリ) 

３．蹴者区域内で投手の投球した球に触れたとき。 

(ファウルボール) 

４．蹴ったファウルキックが地面に落ちたとき。 

５．キックしたボールが制限区域内に停止したとき。 

(ファウルボール) 

※判定はボールの接点でする。 (別図―８)  
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［４］ ボ ー ル 

１. ボールとは、投手が蹴者に規定通り投球してホームプレートに

ボールが触れないで蹴者の身体にも触れなかったものと、プレ

ートに触れても通過しなかったものをいう。(別図-１０) 

２. 不正投球が宣告されたとき。(第４の［２］の１から６まで) 

(別図―７) 

３. 蹴者がキックする前に野手が制限区域内に入ったとき。 

又は、野手がファウルグランドに出たとき。 

(この場合にはボールデッドとなる) 

※判定はボールの接点でする。 (別図―８) 
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第５ 蹴者に関する規定 
 

［１］蹴 者 の 位 置 

攻撃側のチームの競技者は、順序 (提出したメンバー表) に従って 

蹴者区域内に立たなければならない。 

(次蹴者は、次蹴者席で低い姿勢で待つ、このとき地面にお尻をおろ

さない) 

［２］蹴 者 順 

１. 両チームの監督は、そのチームの蹴者順を競技開始前に記録席に

提出しなければならない。 

２. 第１回以後の各回の第１蹴者は前回に最後の攻撃をした蹴者の次

の攻撃順位にある競技者が蹴者となる。 

但し、塁上の走者が離塁が早すぎたため「離塁アウト」となり、

それが第３アウトとなったときは、次回は再びその蹴者が第 1 蹴

者となる。 

［３］フェアキックボール (別図―１２) 

フェア・キックとは、蹴者が正式に蹴った球であって次にあげるもの

を言う。 

１. 本塁・一塁または本塁・三塁間のフェアグランド内に止まったも

の。但し、制限区域内に止まったものは除く。 

２. バウンドしながら外野の方に越す場合にフェアグランドに触れな

がら通過したもの。 

３. 一塁または、三塁のベースに当ったもの。 

４. フェアグランドで審判員に触れたもの。 

５. 最初に落ちた地点が一塁もしくは三塁を越した外野の方のフェア

グランド内にあったもの。 
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６. 蹴者が蹴者区域内に居て投球したボールが蹴者に当たり、フェア

グランド内に入ったとき。 

７. フェアグランドで野手が触れたもの。 

※判定はすべてボールの接点でする。 (別図―８) 

［４］ ファウル・キックボール(別図―１３) 

ファウルキックボールとは、蹴者が正式に蹴った球であって次にあ

げるものを言う。 

この場合すべてボールデッドとなる。 

１．本塁・一塁間または本塁・三塁間のファウルグランド内に止ま

ったもの。 

２．一塁または、三塁をバウンドしながら外野の方へ越したときに

ファウルグランドに触れながら通過するか、または、ファウル

グランド上を通過したもの。 

３．最初に落ちた地点が、一塁もしくは三塁を越した外野のファウ

ルグランド内であったもの。 

４．ファウルグランドで審判員に触れたもの。 

５．制限区域内に止まったもの。 

６．蹴者が蹴者区域内にいて投球したボールが、蹴者にあたりファウ 

ルグランド内に止まったとき。 

７．蹴者区域内でのダブルキック又は、両足でバンドをしたとき。 

８．ファウルグランドで野手が触れたもの。 

※判定はすべてボールの接点でする。(別図―８) 

［５］ 不 正 蹴 球 

不正蹴球とは、蹴者が軸足または蹴る足を蹴者区域外に完全に踏み

出して蹴ったもの(別図－１１)と、進行方向をかえる場合のダブル

キックをいう。この場合、すべてボールデッドとなる。 
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［６］ 蹴者がアウトとなる場合 

次の場合には、蹴者がアウトとなる。 

１．その順番ではない蹴者(不正位者)が蹴ったとき。 

不正位蹴者のキックが完了し、投手が次の蹴者に投球する前に

アピールされたときは、正位蹴者がアウトを宣告される。  

但し、次の場合には、蹴者はアウトにならない。 

ア.不正位蹴者がキックを完了する以前に、その誤りが発見された

ときは正当順位の蹴者がボールカウントを引き継ぎ代ってキッ

クに着くことが許される。 

イ.不正位蹴者のキックが完了し、投手が次の蹴者に第１球を投じ

たならば[６] の１．の効力はなくなり、キックは正当化され

る。この場合、次の蹴者順は正当順位ではなくキックを完了し

た次の蹴者である。 

２．蹴者が主審の催促があってから 1 分以内に定位置につくことを

怠ったとき。 

３．フェアまたはファウル・フライが正規に野手に捕られたとき。 

４．第３ストライクを宣告されたとき。 

５．蹴者が不正蹴球をしたとき。 (［５］不正蹴球の行為) 

この場合は、ボールデッドとなる。 

６．蹴者が定位置外に踏み出して捕手の捕球・守備動作を妨げよう

としたり、妨げたとき。この場合は、ボールデッドとなる。 

７．蹴者がキック前、蹴者区域外に一旦出て、再度区域内に入 

りボールに触れたとき。この場合は、ボールデッドとなる。 

８．蹴者がキック後、蹴者区域外でボールに触れたとき。 

この場合、ボールデッドとなる。 
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９．蹴者が投球したボールをさけるため、蹴者区域外に出てボール 

に触れたとき。 

この場合、ボールデッドとなる。 

１０．蹴者走者がフェアキックにより、一塁に達するまでに野手の攻

撃をさけるため後退、停止、走塁のスピードをゆるめたと、審

判員が判断したとき、又は走塁線上より左右１ｍ以上離れたと

き。 

この場合、ボールデッドとなる。 

１１．無死または一死で走者が一塁・一二塁・一二三塁・一三塁のと

き、ダイヤモンド内で野手がフェアの飛球を故意に落としたと 

審判員が判断したとき。 

この場合は、ボールデッドとなる。 

１２．野手が飛球を捕えようとするのを観衆が明らかに妨害したと

き。 

この場合、ボールデッドとなる。 
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第６ 走塁に関する規定 
 

［１］走 塁 の 順 序 

走塁は、一塁・二塁・三塁・本塁の順序で、ベースに触れて進む。 

また前に居た塁に帰塁する必要があるときは、その反対の順で触れて

戻らなければならない。 

［２］蹴者が走者となる場合 

次の場合には蹴者は直ちに走者となる。 

 (一塁に着くまでは蹴者走者と呼ぶ) 

１．蹴者がフェアキックをしたとき。 

２．主審が「四球」を宣告したとき。(安全進塁) 

（この場合、ボールデッドとなる) 

３．捕手が蹴者の蹴球を妨害したとき。(安全進塁) 

(ボールデッド) 

［３］ 走 者 の 進 塁 

１. 各走者は自分より手前の塁に全て走者が居る場合には、蹴者がゴ

ロのフェアキックをしたとき、又は四球のときには必ず次の塁に

進塁しなければならない。 

ア．進塁しないで塁上にそのまま居て守備側にボールを当てられ

るか、又はタッチされるとその走者はアウトとなる。 

イ. 進塁しなければならない走者より後位の走者がその塁に着く 

までにアウトになったときは、その走者はそのまま居ること

ができる。 

２．２人の走者が同時に同一の塁を占めたときは、最初に正しくその

塁を占めた前位の走者がその権利を有する。(ホースの場合は除

く)。 
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[４] 走者が安全に進塁し得る場合 

次の場合には、走者はアウトにされることなく 1 個の塁を進むことが

できる。この場合すべてボールデッドとなる。 

１．蹴者が蹴ろうとした場合、捕手に妨害されたとき。 

(蹴者が一塁に) 

２．投手の蹴者に対する投球が境界線を通過したときは、すべての走

者に 1個の進塁が与えられる。この場合ボールデッドとなる。 

３．走者が野手の妨害によって走塁を阻止された場合。 

この場合には、状況に応じて四氏審判が協議する。 

４．送球及び返球された球が境界線を通過したときは、すべての走者

に 1 個の進塁が与えられる。 (パスボール)  

この場合ボールデッドとなる。 

５．フェアキックの球が境界線を越したときは、すべての走者に 1個

の進塁が与えられる。(パスボール) 

この場合ボールデッドとなる。 

６．塁間の走者に野手が球を投げ、その球が走者に当たり地面に落ち

る以前に境界線を越したときは、他の走者に 1個の進塁が与えら

れる。(パスボール) 

この場合ボールデッドとなる。 

７．第６の 「２」 ２. (「四球」の宣告) のときは、それぞれのすぐ

前の走者は 1個の進塁が与えられる。 
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[５] 走者が塁に戻る場合 

走者は次の場合、アウトにされることなく、元の塁に帰らなければな

らない。 

１．主審がファウルキックと宣告したとき。 

この場合ボールデッドとなる。 

２．主審が不正蹴球を宣告したとき。 

この場合ボールデッドとなる。 

３．守備妨害をした蹴者、蹴者走者および走者にアウトを宣告したと

き。 (アウト以外の走者) 

この場合ボールデッドとなる。 

４．投手が投球準備姿勢 (主審がホイッスルを吹いた瞬間)となったと

き塁間にある走者。この場合ボールデッドとなる。 

５．一塁を走り越してファウルグランドより帰塁するとき(別図-１４) 

６．野手の投げた球がそれて、一塁ベースを踏んで通り越した走者に

球が触れたとき。 

この場合セーフのボールデッドとなる。 

７．野手の投げた球がランナーコーチまたは次蹴者に触れた場合即ボ

ールデッドとなる。 

但し、野手が故意に当てたと審判員が認めたときは、フリーであ

る。 

 

[６]走者がアウトになる場合 

１．蹴者のフェアキックにより、走者が塁に達する以前に野手が塁に

触れて球を保持したとき。(ホースプレーの場合) 

２．蹴者のキックした球に、蹴者走者が塁に達する以前に触れたと

き。 この場合ボールデッドとなる。 
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３．走者が進塁・帰塁(安全進塁・帰塁を除く) の別なく、野手の守備

を妨害したと審判員が認めたとき。 

この場合ボールデッドとなる。 

４．走者が進塁・帰塁 (安全進塁・帰塁を除く)の別なく、野手の投げ

た球、またはころがっている球に触れたとき。この場合球に触れ

たときはアウトで、球が走者に触れた後地面に落ちたときはボー

ルデッドとなる。 

５．走者が、進塁・帰塁の別なく野手の保持する球に触れられること

をさける為、走塁線より左右１ｍ以上離れたとき。この場合ボー

ルデッドとなる。 

６．競技進行中走者が一塁に身体の一部を触れてないで野手の保持す

る球に触れたとき。 (タッチプレー) 

７．フェアキックまたはファウルキックの球が地面に触れる前に野手

に捕られ、走者が蹴るまでに居た塁に帰るとき帰塁に先立ち野手

が塁上で球を保持したとき。 

但し、この場合ベースに触れていた走者はそのフライボールが野

手の身体または衣服に触れた瞬間に進塁する権利をもつ。  

(タッチアッププレー) 

８．蹴球された球が塁間で走者に触れたとき。 

この場合即ボールデッドとなる。 

９．競技進行中走者が正規の順序で進塁・帰塁する場合、塁に触れな

い(ノーベース)で通過したときは、その塁上で野手が球を保持し

審判員に申告(アピール)した場合はその走者はアウトとなる。 

(この場合守備側よりベースに触れなかった走者の背番号または触

れなかった走者の順番を審判員に申告しなければならない) 

 

 

(２２) 



１０．各走者は蹴者がキックするまで塁を離れてはいけない。 キック

する前に塁を離れた場合は、その走者は「離塁アウト」とな

る。この場合ボールデッドとなる。 

１１．前位の走者がアウトにされない前に後位の走者が追い越した場

合(進塁・帰塁共) は後位の走者が直ちに「追い越しアウト」 

となる。この場合ボールデッドとなる。  

１２．ランナーコーチが走者に触れるか、または支えるかして、肉体

的行為の援助をしたと審判員が認めたとき。この場合ボールデ

ッドとなる。 

１３．一塁を走り越してフェアグランドから帰塁した場合、タッチが

あったとき。 (タッチプレーはアウトのみ) 

但し、野手の投げた球が走者に触れた後、地面に落ちた場合、 

ボールデッドとなる。 (別図-１５) 

１４．一塁を走り越してフェアグランド内で二塁を伺おうとした後、

ファウルグランドから帰塁した場合、タッチがあったとき。 

    (タッチプレーはアウトのみ)  

但し、野手の投げた球が走者に触れた後、地面に落ちた場合、

ボールデッドとなる。 (別図-１５) 

１５．一塁を走り越してファウルグランドから帰塁をする場合、すみ

やかに帰塁をしない (塁審がすみやかに帰塁しないと認めたと

きのみとする)でタッチがあったとき。但し、野手の投げた球が

走者に触れた後,地面に落ちた場合、ボールデッドとなる。 

１６．走者がファウルライン (境界線)を越えたとき。 

この場合ボールデッドとなる。 

（ただし、主審の判断により走者として戻ることがある） 

但し、ホームの場合はこの限りではない。 

 

(２３) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２４) 



[７] アピールプレー ( 申 告 ) 

次の場合、守備側は審判員に対してアピール (申告)することができ

る。 

１．競技進行中走者が正規の順序で進塁・帰塁をするとき、塁に触れ

ないで通過したとき。(ノーベース) 

(アピールのときベースに触れなかった走者の背番号またはその走

者の順番を審判員に告げなければならない)  

２．タッチアッププレーで、飛球(フライ)が野手の身体または衣服に

触れた瞬間より走者の離塁が早いとき。  

ア.１.２.の場合で、インプレー中その塁に送球した球がそれて境

界線を通過したときは、パスボール(ボールデッド)となりアピ

ール権はなくなる。 

イ.１.２.の場合で、ボールデッド後その塁に送球した球がそれて

境界線を通過したときは、パスボールはないが、アピール権は

そのままある。 

以上のアピール (申告) は投球準備姿勢 (ボールデッド)以後

でもできる。但し、次蹴者に１球目を投じた後は、アピール権

はなくなる。 

３．順番でない蹴者(不正位蹴者)が蹴ったとき。 

４．競技終了後、集合の合図がされると、アピール権はなくなる。 

 

［８］得 点 の 記 録 

有効蹴球または安全進塁により３人アウトされる以前に走者が一塁・

二塁・三塁に触れた後、さらに本塁に触れたときは、その都度 1 点を

記録する。 

但し、二死後のノーベース・タッチアップでアピールが成立した場合

はどの走者であっても得点は記録されない。 

(２５) 



[９] 安全性を高める為、一塁ベースをダブルベースとする。 

１. 蹴者走者の走塁ベースをフェアラインの外側に設置し、守備側の

捕球するベースはフェアラインの内側に設置する。 

２. ベースの大きさは、３６ｃｍ×３６ｃｍの正方形とする。 

３. 内側のベースは白色とし、外側のベースはピンク(桃色) とする。 

（２６） 



４．一塁ダブルベースの解説 

（１）守備側は、白いベース (内側) を使用してボールを捕球する。 

    (守備側は、ピンクのベースを使用した場合ノーベースとなる) 

（２）蹴者走者は、ピンクベース・白ベースのどちらを踏んで走塁し

ても良い。 

ア. 蹴者走者が、ピンクのベースを踏み走り抜けた後は、白ベー

スを踏みピンクのベースは、無いものとする。 

イ. 守備側は、一塁ベース (白色)を踏んでボールを捕球する場

合、フェアラインの内側捕球を基本とする。ただし、スリー

フィートレーン内で捕球した場合捕球後、蹴者走者の妨げに

ならないように、素早く移動する。 

（３）フォアボールの場合、ピンクベース・白ベースのどちらを踏ん

でもよい。なお、ピンクベースを踏んだ場合はその後、白ベー

スに移動する。 

(白ベースを踏んだ後、ピンクベースは無いものとする) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２７) 



第７ 審判に関する規定 

 

[１] 審判員とその任務 

審判員は会の代表であって、本規則の条項を執行する権限と義務があ

る。 

１．主 審 

主審は、競技に関するすべての権限と競技を正当に遂行する責任が

ある。 

主審はボール・ストライクの宣告及びその数の計算、フェア・ファ

ウルボール、またはパスボールの判定並びに蹴者に対するすべての

判定をする。 

２．塁 審 

塁審は競技場内において塁に関する裁断を下すに最も適当と認める

ところに位置し、一塁・二塁・三塁における判定を下し投手に対す

る不正投球の宣告は主審と同等の権限を有するものとする。 

塁審は競技執行にあたりすべて主審を補佐すべきものであって放棄

試合の宣告以外、違反者に対し制裁する権限がある。 

３．シグナル 

ア. 試合開始は、右手を高く挙げ前に向けて開くと同時に「プレー

ボール」・再開は「プレー」を宣告する。 

イ. ストライクを示すには、右手を高く挙げ「ストライク」を宣告

する。 

 

 

 

(２８) 



ウ. ボールを示すには、「ボール」のコールのみで腕によりシグナルは

用いない。 

エ．ボールとストライクの総計を示すには、ボールは左指、ストライ

クは右指でそれぞれの数を両手を高く挙げて示しボールから先に

コールする。 

オ．フェアを示すには、内野側の腕をフェアグランドに向かって横に

延ばして「フェア」とコールする。 

カ. ファウルボールを示すには、ボールの方向に向かって両手を斜め

上に挙げて「ファウルボール」とコールする。  

キ. 四球はゲージを確認して、左手で一塁を指差しながら「フォアボ

ール」とコールする。 

ク. ホームインは右手でゼスチャーをしながら「ホームイン」とコー

ルする。 

ケ. 不正投球・離塁アウトを宣告するときは、ホイッスルを吹いた

後、指差しながら「不正投球」・「離塁アウト」と言ってコールす

る。 

 

４．権限に対する干渉 

ア. いずれかひとりの審判員が自己の権限に基づき下した宣告に対し

て、他の審判員は、これに批判を加えたり干渉することは一切出

来ない。 

イ. 宣告が規則上誤りである旨を主審に申し出て、その変更を要求で

きるのは、監督に限られる。 

宣告の適否に疑問をいだいたときは四氏審判員で協議した上で返

答する。 

しかし最終決定は、その判定を下した審判員にある。 

 

(２９) 



５．規則違反に対する制裁 

ア．ランナーコーチ、攻撃側の競技者あるいは監督は、コーチ・観

衆・競技者・審判員を非難したり、振舞ってはいけない。 

イ．審判員の判定に対して、やじったり、不平を叫んだときは警告

を与え、なおも違反したときは退場を命ずることができる。 

 

 

[２] 審判の宣告に対する抗議の厳禁 

審判員の判定を基礎としてくだされた次の宣告に対してその宣告が正

しくないのを理由として抗議を提出することはできない。 

１. 蹴者が蹴った球がフェアキックかファウルキックか。 

２. 走者がアウトかセーフか。 

３. 投手が蹴者に投げた球がストライクかボールか。 

４. 投手が蹴者に投げた球が不正投球かどうか。 

５. 走者が球に触れたかどうか。 

６. 飛球が捕えられたかどうか。 

７. 走者の離塁が早すぎたかどうか。 

８. 妨害行為があったかどうか。 

９. その他審判員の判断を基礎としてくだされた宣告。 

 

 

 

 

 

 

(３０) 



 

 

 

 

 

 

 

福山市子ども会育成協議会 

指 導 部 発 行 

 

 

昭和 ３８年 ４月     新規     

昭和 ５６年 ５月１８日  一部改正 

平成 １４年 ４月 １日   一部改正 

平成 ２８年 ４月 １日   一部改正 

令和  ７年 ５月 １日  一部改正  

令和  ８年 ５月 １日  一部改正 

 

 

 

 
禁 無 断 転 載 


